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HOKKAIDO SHINREN REPORT 2016 中間期

業績の推移等
業務純益等の推移

　平成28年9月末仮決算においては、業務純益は43億円、経常利益は44億円、当期剰余金は47億円となりました。

貯金等残高・貸出金等の残高の推移
［貯金・NCD］
　平成28年9月末の貯金等残高は、2兆8,549億円

（前年同月比＋1,593億円・5.9％増加）となりました。

■ 半期 ■ 参考：年間

［余裕金］
　平成28年9月末の有価証券残高は、6,546億円

（前年同月比△305億円・4.5％減少）となりました。

　預け金残高は、1兆8,645億円（前年同月比＋

2,328億円・14.2％増加）となっております。

［貸出金］
　平成28年9月末の貸出金残高は、5,001億円（前

年同月比＋138億円・2.8％増加）となりました。
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自己資本比率の推移（単体）
　会員やお客様の多様なニーズに応える一方、JAバンク北海道の本部機能を高度に発揮していくためには、経営

の健全性維持と財務基盤の強化は重要な課題であります。

　平成28年9月末における当会の単体自己資本比率は、18.46％（前年同月比＋0.38％）となっており、健全性

を維持する水準となっております。

　自己資本額については内部留保および会員からの資本調達により、平成28年9月末時点で1,614億円となり、

前年同月比26億円の増加となりました。

　なお、自己資本比率の算出にあたっては、「自己資本比率算出基準」および「自己資本比率算出事務手続」を制

定し、適正なプロセスにより正確な自己資本比率の算出に努めております。

20

19

18

17

16

15

14

0

1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

0

（比率／単位：％）

自己資本額 自己資本比率

（自己資本等の額／単位：億円）
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不良債権の状況
　当会は、積極的な不良債権処理、情報開示に取り組んでおり、不良債権の状況については、法定開示である「リ

スク管理債権」に加え、透明性確保の観点から「金融再生法に基づく開示債権」についても情報開示しております。

　平成28年9月末のリスク管理債権総額は、151百万円で、貸出金総額に占める割合は0.03％、またそのうち貸

倒引当金および担保・保証等により保全されている額は143百万円で、保全率は94.9％となっております。

　金融再生法に基づく開示債権総額は240百万円で、債権総額に占める割合は0.04％、またそのうち貸倒引当金

および担保・保証等により保全されている額は212百万円で、保全率は88.3％となっております。

　なお、リスク管理債権および金融再生法に基づく開示債権の詳細については、財務データ「不良債権の状況」

に記載しておりますのでご参照ください。

平成28年9月末　不良債権の状況 リスク管理債権に占める保全の割合

リスク管理債権
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財務データ

主要経営指標

◆自己資本の状況

自己資本の状況（単体）

業務純益 6,346 4,324 8,574

経常利益 6,692 4,408 9,251

当期剰余金 6,456 4,769 8,909

貯金等残高 2,695,684 2,854,992 2,838,758

預け金残高 1,631,780 1,864,597 1,742,469

貸出金残高 486,382 500,175 556,593

有価証券残高 685,170 654,605 686,437

（単位：百万円）

（単位：百万円）

注）貯金等残高は譲渡性貯金を含んでいます。

平成27年9月期 平成28年9月期 平成28年3月期

コア資本に係る基礎項目の額� （A） 158,921 161,468 156,635

うち出資金 96,112 96,228 96,184

コア資本に係る調整項目の額� （B） 31 67 77

自己資本額� （C）＝（A）−（B） 158,890 161,401 156,558

リスクアセット等� （D）＝（E）＋（F）＋（G） 878,628 873,884 872,255

資産（オン・バランス）項目� （E） 774,710 822,514 823,342

オフ・バランス取引等項目� （F） 81,106 27,947 25,489

オペリスク相当額を8％で除して得た額�（G） 22,811 23,422 23,422

自己資本比率� （C）/（D） 18.08％ 18.46％ 17.94％

注）1．農協法第11条の2の規定に基づく組合の経営の健全性を判断するための基準に係る算式に基づき算出しております。

平成27年9月期 平成28年9月期 平成28年3月期

（単位：百万円）
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財務データ

◆金融再生法に基づく開示債権残高

不良債権の状況
◆リスク管理債権残高

平成27年9月末
破綻先債権額 － － － － －
延滞債権額 161 12 84 53 149
3か月以上延滞債権額 － － － － －
貸出条件緩和債権額 － － － － －
合計 161 12 84 53 149
平成28年9月末
破綻先債権額 － － － － －
延滞債権額 151 12 85 45 143
3か月以上延滞債権額 － － － － －
貸出条件緩和債権額 － － － － －
合計 151 12 85 45 143
平成28年3月末
破綻先債権額 － － － － －
延滞債権額 149 12 78 49 140
3か月以上延滞債権額 － － － － －
貸出条件緩和債権額 － － － － －
合計 149 12 78 49 140

平成27年9月末
破産更生債権およびこれらに準ずる債権 43 3 0 5 9
危険債権 168 25 84 58 168
要管理債権 － － － － －
小計 211 28 84 63 177
正常債権 524,446
合計 524,657
平成28年9月末
破産更生債権およびこれらに準ずる債権 35 4 － 2 6
危険債権 205 60 85 59 205
要管理債権 － － － － －
小計 240 64 85 62 212
正常債権 538,390
合計 538,631
平成28年3月末
破産更生債権およびこれらに準ずる債権 41 6 － 3 10
危険債権 202 60 78 63 202
要管理債権 － － － － －
小計 243 67 78 67 212
正常債権 593,159
合計 593,403

注）1．破綻先債権……元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利
息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令第96条第1項第3号のイからホま
でに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じている貸出金をいいます。
2．延滞債権……未収利息不計上貸出金であって、注1に掲げるものおよび債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予したもの以外の
貸出金をいいます。
3．3カ月以上延滞債権……元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金（注1・2に掲げるものを除く。）をいいます。
4．貸出条件緩和債権……債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利
となる取決めを行った貸出金（注1・2・3に掲げるものを除く。）をいいます。
5．保全額…下記「金融再生法に基づく開示債権」も同様
 （1）担保等・保証……リスク管理債権のうち、担保付貸出金について当該担保の処分可能見込額、保証付貸出金について当該保証による回収可能見込額等の合
計額を表示しています。

 （2）引当等……リスク管理債権のうち、個別債務者への貸出金の状況に応じ、回収不能に備え個別貸倒引当金（間接償却）に繰り入れた場合はその引当金残高
を計上し、個別貸倒引当金による引当の対象とならない貸出金については、一般貸倒引当金のうち、貸倒実績率によって計算された額を計上しています。なお、
引当等には、自己査定による回収見込額を含んで計上しています。

注）上記の債権区分は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」（平成10年法律第132号）第6条に基づき、債務者の財政状態および経営成績等を基礎として、次の通り区分

したものです。

1．破産更生債権およびこれらに準ずる債権……破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれらに準

ずる債権をいいます。

2．危険債権……債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った元本および利息の受取ができない可能性が高い債権をいいます。

3．要管理債権……3月以上延滞貸出債権で上記1、2に該当しないものおよび貸出条件緩和債権をいいます。

4．正常債権……債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、上記1から3に掲げる以外のものに区分される債権をいいます。

残高
保全額

担保等 保証 引当等 合計

残高
保全額

担保等 保証 引当等 合計

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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財務データ

有価証券等の時価情報
◆有価証券

平成27年9月末
売買目的 － － －
満期保有目的 77,162 80,872 3,710
その他 565,956 608,008 42,052
平成28年9月末
売買目的 － － －
満期保有目的 58,566 62,415 3,848
その他 543,028 596,039 53,010
平成28年3月末
売買目的 － － －
満期保有目的 59,983 64,063 4,079
その他 572,212 626,453 54,240

注）1．本表記載の有価証券の取得価額は、取得価額または償却原価によっています。
2．本表記載の有価証券の時価は、期末日における市場価格等に基づく時価により計上したものです。
3．売買目的有価証券については、時価を貸借対照表価額とし、評価損益については当期の損益に含みますが、該当ありません。
4．満期保有目的有価証券については、取得価額を償却原価として計上しています。
5．その他有価証券については、時価を貸借対照表価額としています。

区分 取得価額 時価 評価損益

◆金銭の信託

平成27年9月末
運用目的 8,459 8,718 －
満期保有目的 － － －
その他 1,903 2,080 187
平成28年9月末
運用目的 13,349 13,493 143
満期保有目的 － － －
その他 1,435 1,437 2
平成28年3月末
運用目的 8,525 8,459 △66
満期保有目的 － － －
その他 1,612 1,640 28

注）1．本表記載の金銭の信託の時価は、期末日における市場価格等に基づく時価により金銭の信託の受託者が合理的に算出した価格によっています。
2．運用目的の金銭の信託については、時価を貸借対照表額とし、評価損益は当期の損益に含めています。
3．満期保有目的の金銭の信託については、取得価額を貸借対照表額として計上しますが、該当ありません。
4．その他の金銭の信託については時価を貸借対照表額としています。

区分 取得価額 時価 評価損益

◆デリバティブ取引等
●債券関連取引

平成27年9月末

取引所
債券先物 売　建 － － －

買　建 － － －

債券先物オプション 売　建 － － －
買　建 － － －

店　頭 債券店頭オプション 売　建 30,000 27 63
買　建 － － －

平成28年9月末

取引所
債券先物 売　建 － － －

買　建 － － －

債券先物オプション 売　建 － － －
買　建 － － －

店　頭 債券店頭オプション 売　建 20,000 0 31
買　建 － － －

平成28年3月末

取引所
債券先物 売　建 － － －

買　建 － － －

債券先物オプション 売　建 － － －
買　建 － － －

店　頭 債券店頭オプション 売　建 33,000 26 44
買　建 － － －

区分 契約額等 時価 評価損益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

●株式関連取引…該当ありません。
●通貨関連取引…該当ありません。
●金利関係取引…該当ありません。
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JAバンク北海道自己改革の取り組み

　JAグループ北海道では、平成28年度から平成30年度の3年間で、第28回JA 

北海道大会において決議された、北海道550万人と共に創る「力強い農業」と 

「豊かな魅力ある農村」の実現に向け取り組むこととしております。

1. �「力強い農業」の実現では、協同の力で「農業所得20%増大」と「新規

担い手倍増」の実現に向け取り組んでまいります。

2. �「豊かな魅力ある農村」の実現では、食と農を通じて北海道550万人と

「つながり」の実現に向け取り組んでまいります。

　当会は、役職員が一丸となって自ら改革を行い、農業者と地域住民から信頼さ

れ選ばれ続けるよう、平成28年度から平成30年度の中期経営計画「Go Forward 

〜すべては、農業と北海道の未来のために〜」を実践してまいります。
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「力強い農業」の実現への取り組み
〜「農業所得20％増大」と「新規担い手倍増」の実現〜

【道内JA統一要綱資金】
資金名 資金の使いみちなど 残　高

JAフルスペックローン 農機具や格納庫など、比較的小口の設備資金 62,853

JA農業経営緊急支援資金 災害などにより緊急に必要となる資金 6,235

JA農業経営サポートローン
「経営所得安定対策」に係る交付金等入金までの
間に必要となる運転資金

136

JA農業経営ステップアップローン 農業経営に必要な設備資金や中・長期運転資金 11,279

JA営農応援ローン 農業経営に必要な短期運転資金 836

JA新規就農応援資金 新規就農者の農業経営にかかる設備・運転資金 111

JA再生可能エネルギー施設等資金
再生可能エネルギー利用の取組みを支援するため
の発電・蓄電設備取得資金

233

JA農業後継者応援資金 農業経営の安定化、高度化に資するための既往農
業負債の借換並びに借換に必要な費用

平成28年9月創設
JA中核農業者応援資金

JA担い手経営対策資金
農業経営の改善を目指すための既往農業負債の借
換並びに借換に必要な費用

（単位：百万円）

（平成28年9月末現在）

【北海道信連独自資金（農家組合員等向け）】
資金名 資金の使いみちなど 残　高

農業経営ステップアップ資金
農地・施設・機械の取得等、農業経営改善に要す
る資金

4,243

信連　新規就農者資金
新規就農者が、農業経営を行っていく際に必要と
なる資金（営農資金・住宅資金）

228

信連　農業後継者応援資金 農業経営の安定化、高度化に資するための既往農
業負債の借換並びに借換に必要な費用

456

信連　中核農業者応援資金 516

信連　農業法人経営応援資金
農業法人が、農業経営を行っていく際に必要とな
る資金（運転資金・機械・設備資金）

987

信連　担い手経営対策資金
農業経営の改善を目指すための既往農業負債の借
換及び改善に必要な新規投資資金

53

（単位：百万円）

（平成28年9月末現在）

JAバンク北海道の多様な農業資金
　対象者や資金使途に応じ、さまざまな資金を設けております。道内JA統一要綱資金のほか、北海道信連
独自資金も設けており、JAバンク北海道が一体となった農業担い手等への金融対策強化に取り組んでおり
ます。
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JAグループ北海道　担い手確保・育成支援事業の実施
　「農業所得20％増大」と「新規担い手倍増」の実現に向けて、「JAグループ北海道　担い手確保・育成支
援事業」として①農家後継者親元就農支援、②農家・農村・農業体験支援、③ICT導入支援および、④農業
経営コンサルタントの強化に取り組んでおります。

農業経営者向けフォーラムの開催
　フォーラムは、農業経営者の事業展開等に役立つ経営面での情報提供を目的として開催いたしました。
　今後も、フォーラム等の定期開催を通じ、農業経営者とJAグループ北海道とのより一層の関係強化を目
指してまいります。

平成28年度フォーラム開催内容
「JAグループ北海道　農業経営フォーラム」
開催日時・開催場所
　　平成28年11月17日（木）　札幌パークホテル

フォーラムの内容
①講　演：「北海道農業の魅力の再発見と発信」
　講　師：㈱クリエイティブオフィスキュー

代表取締役　鈴井　亜由美氏
②講　演：「�北海道農業に求められる
� マーケティング発想」
　講　師：学習院女子大学

名誉教授　江口　泰広氏

【北海道信連独自資金（総合JA向け）】
資金名 資金の使いみちなど 残　高

農業経営緊急支援資金
災害などにより、緊急に必要となる資金についてJAが
農業者の皆さまにご融資しようとする場合に、その原
資をJAに融通する資金

2,355

共同利用施設等設備資金
組合員が利用する共同利用施設等をJAが建設するため
の設備資金

25,161

（単位：百万円）

（平成28年9月末現在）

「力強い農業」の実現への取り組み
〜「農業所得20％増大」と「新規担い手倍増」の実現〜

JAバンク北海道サポート事業の実施について
　当会は、北海道農業や農業担い手を支援するため、平成26年度より「一般社団法人JAバンク北海道サポー
ト基金」を設立し、新たに『JAバンク北海道サポート事業』を実施しております。
　この事業は、道内のJAバンクから農業資金および住宅ローンの融資を受ける農業者・組合員に対し利子
の助成を行うことにより借入負担の軽減を図り、その経営をバックアップするものです。さらに農業担い
手ニーズの調査・研究や環境に配慮した地域社会の実現に繋がる事業・地域貢献活動等幅広く北海道農業
をサポートする事業に取り組みます。
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北海道JAバンク食農教育応援事業の展開
　JAバンク北海道では、JAバンクが行う社会貢献活動として、平成20年度から「北海道JAバンク食農教育
応援事業」を展開しており、今年度で9年目となります。
　この事業はJAが行う食農・環境・金融経済の教育活動をサポートするもので、全道小学校等に対する補
助教材本の贈呈や小中学生などを対象とした農業体験学習などにかかる費用の助成を行っております。

全道小学校に補助教材本を贈呈
　平成28年度は補助教材本「農業とわたしたちのくらし」および教材本の内容をより具体的に理解してい
ただくためのDVDを作成し、小学校の授業等で活用されるよう、北海道教育委員会・各市町村教育委員会
等のご協力のもと、全道1,121校の小学校や特別支援学校に、最寄のJAを通じて贈呈しております。
　JAバンクは補助教材本贈呈事業を通じて、教育現場での食農教育を応援しています。

JAグループが行う食農教育活動への助成
　全道の各JAやJAの青年・女性部組織は、地元の子どもたちを対象とした食や農業などの教育活動に取り
組んでおります。平成27年度は46のJAや組織によって農業体験学習や学校給食食材提供、料理教室など、
86の活動が各地区で行われました。また、JAグループは北海道コンサドーレ札幌への協賛を通じ、食と農
についての啓蒙活動を行っております。
　JAバンクでは、こうした活動にかかる助成事業を通じて社会貢献活動に寄与しており、引き続き積極的
な食農教育応援事業の展開に取り組んでまいります。

「豊かな魅力ある農村」の実現への取り組み
〜北海道550万人と「つながり」を実現〜

〈JAグループ北海道サンクスマッチ〉 〈JA道央　田植え体験学習〉

〈北海道教育委員会への教材本贈呈〉 〈28年度の教材本「農業とわたしたちのくらし」
㊧［特別支援教育版］　㊥DVD　㊨［通常版］〉
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全道統一ドドーン貯キャンペーン
　平成28年6月〜7月までの間、全道統一の貯金キャンペーン（通称「ドドーン貯キャンペーン」）を実
施し、定期貯金・定期積金をご契約いただいた方の中から抽選で、道内農畜産物や道内JA特産品をプレゼ
ントいたしました。

「ハッピーママフェスタ」でJAバンクをPR
　平成28年9月に、札幌ドームで子育て世代の女性をターゲットにした「ハッピーママフェスタサッポロ
2016」が北海道で初めて開催されました。JAバンク北海道では、「食と農のトークショー」を実施し、女
性農業者から農業や地元の食材の魅力等をお伝えするとともに、特設ブースを出展し、JAバンクのキャラ
クター「ちょリス」の紹介等を行いました。
　JAバンク北海道は、各種イベント等への参加を通じて、『北海道550万人との「つながり」』に向けた取
り組みを行ってまいります。

「豊かな魅力ある農村」の実現への取り組み
〜北海道550万人と「つながり」を実現〜

〈食と農のトークショー〉 〈特設ブース〉
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「豊かな魅力ある農村」の実現への取り組み
〜北海道550万人と「つながり」を実現〜

北海道コンサドーレ札幌応援定期貯金キャンペーン＆新通帳発行
　平成28年3月〜5月までの間、北海道コンサドーレ札幌応援定期貯金キャンペーンを実施し、マスコッ
トのドーレ君をデザインした「総合口座通帳」と「定期貯金通帳」の2種類の通帳を新たに発行しました。

コンサ・土・農園（ファーム）の収穫祭に、
JAバンクのキャンペーン応募者が参加

　平成28年9月に、北広島市の農業体験施設「くるるの杜」内の、JAグループ北海道とコンサドーレが共
同で種まき・収穫を行っている「コンサ・土・農園（コンサ・ド・ファーム）」において、バレイショの収
穫祭が行われました。
　北海道コンサドーレ札幌の選手たちと、コンサドーレ
ファン6組12名が一緒にバレイショを収穫しました。
　参加者のうち3組6名は、この春、JAバンク北海道で
実施した「北海道コンサドーレ札幌応援定期貯金キャ
ンペーン」の応募者の中から選ばれました。

〈総合口座通帳〉

〈定期貯金通帳〉
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「豊かな魅力ある農村」の実現への取り組み
〜北海道550万人と「つながり」を実現〜

【成約者用】 【紹介者用】

JAバンク北海道　年金感謝ウィーク
（平成28年6月15日〜30日）

JAバンク北海道
年金お受取り・ご紹介キャンペーン

（平成28年7月1日〜12月30日）

　JAで年金をお受取りのお客様に日頃の感謝を込めて
『招福ようかん』をプレゼントいたしました。
　期間中、全道で約7万6千人の方がJA窓口へご来店さ
れました。

　年金お受取りキャンペーンは、平成25年度から実施
しており、28年度はさらに「年金受給者のご紹介」を
加え、「年金お受取り・ご紹介キャンペーン」と題し、
期間中にJAで新たに年金のお受取り、またはご予約を
された方に『“ちょリス”タンブラー＆ブランケット』
のセットを、年金口座をJAに指定・変更・予約可能な
お客様を紹介していただいた方に『今治フェイスタオ
ル（いずれか一つ）』をプレゼントしております。
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「豊かな魅力ある農村」の実現への取り組み
〜北海道550万人と「つながり」を実現〜

〈料理教室〉 〈食の講演〉

旬食カレッジ in 札幌「親子料理教室」の開催
　平成28年8月に、JAバンク北海道は、北海道若手女性農業者集団「Links（リンクス）」を講師として、
小学生の親子を対象にした「学ぶ・作る・食べる　旬食カレッジ in 札幌　親子料理教室」を開催いたしま
した。
　当日は、北海道の旬の夏野菜を使って、アレルギーや偏食を克服する料理方法を学ぶ「料理教室」や、「北
海道の夏野菜と楽しみ方」をテーマにした「食の講演」を実施し、JAバンクの商品・利便性についても紹
介いたしました。
　参加者からは、「自分で作った料理が美味しかった」、「JAバンクを今後利用したい」など、ご好評をいた
だきました。

全日本大学駅伝　北海道予選会の応援
　JAバンクでは、全日本大学駅伝の特別協賛を行っております。
　平成28年8月、札幌市で開催された北海道地区予選会において、JAさっぽろ、JAサツラクとともに応援
を行い、参加選手および大会関係者に、道産米を使った「おにぎり」、道産生乳を使った「飲むヨーグルト」、
「JAバンクオリジナルタオル」を差入れいたしました。
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社会的責任と地域貢献活動

　当会は、「健全な事業を営む農業者をはじめと

する地域のお客さまに対して必要な資金を円滑に

供給していくこと」を、「最も重要な役割のひと

つ」として位置付け、公共性と社会的責任を強く

認識し、その適切な業務の遂行に向け、以下の方

針を定め、取り組んでいます。

1．�当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件

の変更等の申込みがあった場合には、お客さ

まの特性および事業の状況を勘案しつつ、で

きる限り、柔軟に対応するよう努めます。

2．�当会は、事業を営むお客さまからの経営相談

に積極的かつきめ細かく取り組み、お客さま

の経営改善に向けた取り組みをご支援できる

よう努めてまいります。

また、役職員に対する研修等により、上記取

り組みの対応能力の向上に努めてまいります。

3．�当会は、お客さまから新規融資や貸付条件の変

更等の相談・申込みがあった場合には、お客さ

まの経験等に応じて、説明および情報提供を適

切かつ十分に行うように努めてまいります。

また、お断りさせていただく場合には、その

理由を可能な限り具体的かつ丁寧に説明する

よう努めます。

4．�当会は、お客さまからの、新規融資や貸付条

件の変更等の相談・申込みに対する問い合わ

せ、相談および苦情については、公正・迅

速・誠実に対応し、お客さまの理解と信頼が

得られるよう努めてまいります。

5．�当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件の

変更等の申込み、事業再生ADR手続の実施依

頼の確認または地域経済活性化支援機構もしく

は東日本大震災事業者再生支援機構からの債権

買取申込み等の求めについて、関係する他の金

融機関等（政府系金融機関等、信用保証協会等

および中小企業再生支援協議会を含む。）と緊

密な連携を図るよう努めてまいります。

また、これらの関係機関等から照会を受けた

場合は、守秘義務に留意しつつ、お客さまの

同意を前提に情報交換しつつ連携に努めます。

6．�当会は、お客さまからの上述のような申込み

に対し、円滑に措置をとることが出来るよう、

必要な体制を整備いたしております。

具体的には、

（1）�代表理事理事長以下、役員並びに関係部

長を構成員とする「融資協議会」にて、

金融円滑化にかかる対応を一元的に管理

し、組織横断的に協議します。

（2）�理事資金運用本部長を「金融円滑化管理

責任者」として、当会全体における金融

円滑化の方針や施策の徹底に努めます。

（3）�営業部、農業融資部、各支所に「金融円滑

化管理担当者」を設置し、各部署における

金融円滑化の方針や施策の徹底に努めます。

7．�当会は、本方針に基づく金融円滑化管理態勢

について、その適切性および有効性を定期的

に検証し、必要に応じて見直しを行います。

金融円滑化にかかる基本方針

「経営者保証に関するガイドライン」への対応方針について

金融円滑化の取り組みについて

　経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会および日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者

保証に関するガイドライン」を踏まえ、当会は、本ガイドラインを尊重し、遵守するための態勢整備を実施して

おります。

　当会は、お客さまと保証契約を締結する場合、また、保証人のお客様が本ガイドラインに則した保証債務の整

理を申し立てられた場合は、本ガイドラインに基づき、誠実に対応するよう努めてまいります。
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社会的責任と地域貢献活動

　当会では、金融円滑化にかかる対応措置を適切に把握し対応するため、以下の体制を整備しております。

金融円滑化にかかる体制整備について

理事会

融資協議会

金融円滑化管理担当役員

金融円滑化管理責任部署

お 客 さ ま

審査部

金融円滑化
管理担当者

相談窓口

営業部・各支所

中小企業のお客さま
農業のお客さま（支所）

金融円滑化
管理担当者

相談窓口

農業融資部

住宅ローン
借入のお客さま

管理・指示 報告・協議 管理・指示報告・協議

【お借入条件の変更等に関する申込みに対する対応体制】

金融円滑化にかかる実施状況について

【債務者が中小企業者である場合】

対象期間：平成21年12月～平成28年9月末
平成27年
3月末

平成27年
9月末

平成28年
3月末

平成28年
9月末

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の数

47 50 52 54

うち、実行に係る貸付債権の数 45 48 50 52

うち、謝絶に係る貸付債権の数 0 0 0 0

うち、審査中の貸付債権の数 0 0 0 0

うち、取下げに係る貸付債権の数 2 2 2 2

対象期間：平成21年12月～平成28年9月末
平成27年
3月末

平成27年
9月末

平成28年
3月末

平成28年
9月末

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の数

0 0 0 0

うち、実行に係る貸付債権の数 0 0 0 0

うち、謝絶に係る貸付債権の数 0 0 0 0

うち、審査中の貸付債権の数 0 0 0 0

うち、取下げに係る貸付債権の数 0 0 0 0

（単位：件）

【債務者が住宅資金借入者である場合】 （単位：件）
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社会的責任と地域貢献活動

社会福祉充実への貢献

大通公園花壇づくり
　当会では、札幌市の緑化事業への取り組み
として、農林中央金庫札幌支店が行っている
札幌市大通公園での花壇植栽活動に平成26
年度より参加しております。
　今後も活動を通じて、地域の環境整備に努
めてまいります。

〈植栽後の花壇〉

　JAバンク北海道（JA／JA北海道信連）は、地域貢献活動
として、平成21年度よりJR北海道および道内の社会福祉協
議会へAED（自動体外式除細動器）を寄贈しております。
　平成26年度からは、新たに設立した「一般社団法人JAバ
ンク北海道サポート基金」におけるサポート事業の一環と
して、従前同様にJR北海道のAED配置計画と連携しながら、
道内主要駅へのAED設置および既存のAEDの更新を継続し
てまいりました。
　今年度は、平成28年10月にJR北海道の6駅（新札幌駅、
新千歳空港駅、滝川駅、富良野駅、帯広駅、釧路駅）へ各
1台を更新、大空町社会福祉協議会へ新規で1台、平成29年
2月にはJR拓北駅へ新規で1台、合計8台の寄贈となります。
　平成21年度からの累計寄贈数は、今年度分を含めて43先65台となり、道内各地での救命活動やJR駅職
員・地域住民の救命講習等にも活用されております。
　JAバンク北海道は、今後も社会福祉への協力と地域社会とのコミュニケーション充実のため、地域貢献
活動に取り組んでまいります。

札幌市献血推進功労者表彰の受賞
　当会の子会社の北海道信連サービス株式会社が献血事業の普及
や啓発活動に功績のあった団体として、平成27年度 札幌市献血
推進功労者表彰を受賞いたしました。
　医療は進歩しているものの、血液が人工的に作られるまでには
至っておらず、献血による血液で多くの患者の命が救われている
現状にあることから、今後も取り組みを継続してまいります。
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　JAバンクはより一層の「安心」と「信頼」をお届けするために、

お客様の声を誠実に受け止めます。

「JAバンク苦情受付窓口　北海道信連窓口（業務部）」

TEL 011−232−6803
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